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A型‥開花が7月下旬，成熟が9月下旬で・一般忙早

い．花色及毛♯色は白で・室長短く・粂巾は趣く細い・

葉色はあざやかな番線である・首粒重は80g内外で，ノ

裂蒸し難く，品種は極めて良い・

β型：開軋成熟が－A型よ少やゝ早いか同税匿であ

る．花色が魚で．毛草色は淡侭である∴室長は・A型と

同程度で．棄巾は，A型よりヤゝ広い・葉色は・ヤゝう

すレ．製薬し敷く，品質がヤゝ良い・

C型‥開花が．A・β型よ少おそく・8月上旬で・成

熟は10月上旬で．中一晩生踵である・花色は紫で・毛草

色は嘘帽である・垂良は中であるが・地際から下位分枝

までが特に長い・棄巾は中泉に近い・粒型は球で・粒色

は菌白であるが，ヤゝ緑がかつている・裂兼任は極めて

雌である・

以上は昭和訂生皮の結果であるが・比較的早生で耐病

性良質のものも2－8兄いだされていることをここに報

告する・

馬鈴薯萌芽抑制剤としてのDBNの使用方法に関する試験

西　　入　　恵　　二

（東　北　農　試）

馬鈴薯の扇芽抑制に関する試験の一環として，旭6ト記

年にわた少かβ〃（2，6－蛮血匝扉閻紺血恒心）の使用

方法拉びに効果について試験したのでその概要を報告す

試験実施上御指導・を賜った鳥取農業試験地良工藤壮六

氏．農業技術部長木坂渕旨光氏に乾く感謝する・

1．　試’験方　法

L　供用品種　男爵馨及び農林1号

之　処理時期　秋（11月10日）及び春（4月16日）の

2時期．

a　処理方法拉び忙貯蔵方法

秋処理区については上妃2品種1区10晦の塊垂をリン

ゴ箱大の木箱に詰めながら．′J、型節を用いて塊茎100軸

当少成分0・05－1・Ogをふ少かけ・蓋をして地下室に収

納（凡そ1－7℃），翌春4月10日屋内に移し・6月旭

日まで貯威（凡そ6一瓢℃）・春処理区は男爵者を供用・

屋内で木箱及びデシケークーにおける象の有無拉びに薬

剤の処理位直等を検討・なおかβ〃は粉剤（成分2％含

有）を用い．使用曲鹿は予侮試験（1兆1年4月一一6月）

の結果から決定した・

も　呼吸量乾びに炭水化物含桑

野歳末期にCO‡呼出産（デツケークー中）及び乾物試

料についての椴・澱粉含量（ミクロベルトラン庄一gh－

印5g換算）を測徹した■

良　種箸価値

植付の2過前及び4週前に室内散光下にさらした前記

処理規準の一一部奇，1区0・1α．さ迷乱触法で掠準栽培

したく植付期：4月訪日，栽植野鹿＝巧×亜膚）・

2．試験穂果並びlこ考察

1　処理約度について

貯蔵末期（6月通日）において，萌芽抑制効果は供試

両品種とも0・1g以上の区に鍵めて扱者に認められた・

しかしながら処理塊垂は細管束に沿ってエソの発生が見

られ．特に0・15g以上の区に着しかった（第1表）・な

ぉこれらの転巣を既往における各種薬剤処理結果に比較

すると．本処理は飯がヤゝ多く・鴇壬減少歩合が高くな

ってレヽる．

第1表　かβ〃処理横慶と萌芽抑制効果（1媚2）
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江1）処理期日：1961年11月10日，開査期日‥6月15日
2）芽長8鰭以上を萌芽とみなす（以下同じ）・
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》　処理方法について

萌芽抑制効果は第2乗に示すとお力，開放区を除くい

ずれの処理区にも敗者で，本剤は塊垂に直接触れをい地

合でも貯蔵容器に歪があれば揮発する有効成分によって

作用されることが標識された，なおこれら4月処理の吻

合においては，エソの発現がほとんど見られなかったの

で．エソの発生吐処理強度．処理時期及び処理期間等と

関係が深いものと思われる．

第2表　処理方法と効果（1粥2）
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法1）品種：男爵キ

2）薬量三木籍区；塊くさ100句当少　成分0．2g．

デシケークー区；同じく0．5q
さ）処理期日；4月16日，調査期日：6月15日

4）混合：聾と粉剤をよく混ぜる．
底：粉剤を箱の底にしき．その上にいもを詰める．

デツケークー区はいもに全く付着せず．
上：いもの上から粉剤をふりかける．

a　処理塊垂のCO2呼出量並びに炭水化物含貴につい

て

nl CO2呼出量

貯蔵末期における11月処理塊肇のCO2呼出量比，0．1

－0．2g区は無処理区工少少いが．高濃度処理区では明

らかに高かった（第8表）．又従釆の薬剤処理結果に比

べると，呼吸の抑制程度はやや低く，高濃度区ではかえ

って高まる傾向を示した．をか，4月処理区はこの傾向

がやや異をるようであるが，検討は充分でない．

田　炭水化物含量

分析結果は第8表に示すとお＿りである．貯蔵末期の6

月中・下旬においてn月処理区は無処理区に比べて糖含

量が著しく高く，澱粉含嶺はヤヤ低い傾向がみられる・

なおこれを全炭水化物として見た地合もやはわ処理区が

低い．しかしながら4月処理区は11月処理区のように糖

含量の著しい増加はみられず，又澱粉含量も無処理区と

大差がなかった．したがって汲粉を主体とする吻合．8

8〃処理は春季が適当と思われる．

弟8表　かβ〃処理塊垂のCO2呼出丑並びに炭水化物
食費の対標準比（鞄，1962）
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1）処理期日＝1艶1年11月10日．＊印は■62年4月16日
2）詭査期日：00g；6月18－3打日（16・5－22．5℃），

炭水化物；6月即日（試料採取）
3）（）：乗数値
4）＊＊　別に覗定

▲　処理塊茎の種署価値について

男爵者についての生育経過拉び忙収量は第4表に示す

とおりである．両品種とも処理区は無処理区に比較して

萌芽が連破し．萌芽率は劣れ　生育はやや遅延の傾向が

みられた・この抱合4週前開放区は2過開放区よ少上記

の傾向がやや緩和された．なあ終花期における重民．垂

数等は処理区陶に死者を差がみられをかった．収量は男

爵著では区間の差が明瞭に見られ．無処理区に比べて処

理区は劣カ，特に0．5g区作∴おりハてこの傾向が着しかっ

た．但し農林1号では有意差がみられなかった．をか処

理区中でも正常の萌芽を示した個体は正常を発育がみら

れるが，一般に処眉牒よって萌芽が不安定に夜るおそれ

があるため処理塊垂は種いもとして不通と考えられる．

第4表　かβ〃処理塊垂の作付結果（1粥2）

重

注1）品種：男爵事
2）処理細目：1961年11月10日．格付期；4月缶日
3）歎：対照区との差5％水準で有意，瀧染：同じく1％水準で
有意

4）A；植付4適前に処理から開放，B：同じく2遇前開放

以上の結果から処理洩慶．処理期間の畏偏若しくは処

理時期の相違等が萌芽能力及び品質に著しい影響を及ぼ

し，又呼吸、枯代謝の面でも従来の薬剤と異をった特徴

がみられるが，適切処理（春季．塊垂100鞄当少成分0．1

－0・2g程度）を行えば兼用性のあることを験知した。

なお処理塊茎の食品検定は専門機明で実施されるのが望

ましい．
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5．　細　　　　事

1比較的長期貯蔵（11月処理）の地合は・〟〟・

8g抽血だ．CエーJPC等従栗の結果に比べて呼吸の抑制

程度が比較的少く．糖含量が高く．澱粉含量低くt碧玉

減少歩合拉びに鮫が多く，エソが発生した・なお植付け

た地合の汎牙性は無処理区ユタ悪くなる・

え　比較的短期財政（4月処理）の地合はほほこれら

の欠点が除かれ．当地帯において新しいものが出掘る6～

7日頃までの俄芽抑制を対象として8－4月頃塊垂100

晦当少成分0・1－0・2g処理の実用性が認められた・

り　ん　ご　台　木EastMalling　の　繁殖試　験

土屋七郎・村上兵衛・青田義雄

（圃試盛岡支地）

最近果樹の結果年限の短縮と省力の必要から頼化台の

研究がと少あげられはじめたが．この試験を実施するK

あたれ台木を導入してこれを速か忙繋帽する必要があ

る．本試験はこの種の台木における繁桶の常法とされる

取木法によるE郎‘〟彪掬系統の繁椎を試みたので・こ

ゝK参考までに紹介する次第である・

1．　材料と方法

北海道大学エカ導入したE射‘〟彪fWの各系統・Ⅰ・

Ⅱ，Ⅳ，Ⅴ，Ⅸ■　刃L刃m XV，Ⅹ牡をマルノミカイドゥお

よびミツノミカイドゥに茅接し，各系統の西木を作れ接

木后2年目および8年目に取木を行った・

茅接実施は1好7年8月．1台木に2茅蟄接いだが2芽

活着し・たものは1茅を残し他はと少のぞいた・19盛年11

月．菌園にE〟．Ⅸの西木を移植し・19甜年4月・歯木

の列に沿って巾的爪，深さ158汀の清を切少・これに面木

を娩曲させた・5月中旬各側枝が10即位伸びた時に先端

2－8棄位出るように第1回目の土入れを行った・以后

10。，崎伸長を待って土入れを行い，7月中旬までに4回

実施した．総援土は杓的爪である・

11月に挽土を除き頚木1励当少の台木生産を調査した・

E〟，Ⅸ以外の系統は豊年2年生蔚木で同様の方法で試

みた。

尚E〟，Ⅸについては親株を用いて盛土法も試みた・

2．　毛　　　　異

第1表には各系統の生産量を示した・

g〃，Ⅸは茅接后2年目，即ち1年生領木を用いたが

非常に繁殉率が高く，最も繁確しやすい系統であること

が伺える．このことは親株を用いての盛土法によっても

鉦E明している・

2年生西木忙ついての比較ではβ肌　Ⅱ，Ⅳ－　Yは頓

木歓少く．ヤゝ繁稚しにくいように見うけら九一　E〃

肌　XⅢ，ⅩⅦは繁確容易であった・軍刀L XⅢ・ⅩⅦのど

ときものは側杖が多く発生したので多量の台木が得られ

たものと考えられる．

第1栗　取木1年目における台木の生産量

系統番号 」 供試赦 l 取 相 弓 嘉背 姦 備　　　 考

且材 ．Ⅰ 4 19 4．8 2 年 生 芦木

且〟 ．Ⅱ 1 8 1 17 2．1 ′

E 〃 ．Ⅳ 1 2 2．0 ■

且〟 ．Ⅴ 3 5 1．7 ■

E 〟 ．Ⅸ 18 ！嬢 5．2 1 年 生 西木

丘〟 ．刃 7 66 9．4 2 年 生 首木

古〟 ．X I【 4 喝 12 ．0 ′

且〃 ．）Ⅳ 2 12 6．0 ■

且〟 ．過l 10 1（汀 10．7 ′

E 〝 ．Ⅸ 6 52 8．7 1 年 生 台 木

β〟 ・駆 1 n 乱 ．0 親　　　 株

発根は取木実施当年の堀少上げ時においてE肌肌

xⅢ．XⅥがやゝ少いように観察されたが，他はかを少よ

く発根してか少接木可能な太さの台木を得ることが出釆

た。

1年生のg肌　Ⅸの台木6本を用いて実施した際に得

られた台木の生育を第2表に示めしたが・基部に発生し

たものも先端部に発生したものも生育に大差がなく，エ

く揃ったものが得られた．

第2表　台木の発生部位と生長量との関係（射・Ⅸ）
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